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具体的事業の実施内容・提案理由 

 

1. 労使関係の問題点 

例えば、ある経営者が従業員にこう言う。「君の働きには大変感謝している。本当はもっ

とあげたいんだけど、今月の給料はこれだけしか渡せない。今、会社に金がなくてね。」 

 しかし、その給料を受け取った従業員は、「自らの労働価値がこれだけしかないのか」と

いう想いを強めるであろう。この原因を考えてみる。 

 通貨には、２つの側面があると考えられる。一つは、価値を定量的に評価する側面。も

う一つは、その価値に見合った権利を物質化している側面である。 

 しかし、経済の低迷は各々の権利の制約につながるため、数字として小さく表されるこ

とによって、各々の価値が縮小されているかのような錯覚を与えている。これを解決でき

るのが企業通貨である。 

 

2. 企業通貨の特徴 

 企業通貨は、経営者が各々の労働価値を経済的制約に縛られず自由に決められる手段で

ある。「企業通貨で交換できる財・サービスを充実させなければ、すぐにデフレが起きてし

まう」という危険性も抱えてはいるが、うまく活用できれば、現金を流出させることなく

豊富な労働力を得ることが可能となり、社会的な問題の解決に積極的な経営者がこれを用

いれば、失業者、非正規雇用者、外国人労働者、障害者就労などの問題解決、彼らの貧困

から発生する犯罪の抑止、社会的な問題に意欲的に取り組む公務員にも大変効果的である。 

 

3. 公務員への効果 

一般的に、公務員は、時間的にも体力的にも、ボランティアを事業レベルにまで成長さ

せられるポテンシャルを有しているにも関わらず、兼業を禁止されているため、現場レベ

ルでの収益モデルの構築や実戦データの回収が困難となっている。具体的には、商取引の

センスを磨く経験に乏しい。 

 そこで、企業通貨を使って実戦データをとり、無業者にそのビジネスモデルを承継させ

ることができれば、公務員による雇用創出や第三セクターの増強にも貢献できる。 

 

4. 利用や普及における問題点 



 ところが、障害者や失業者は、生活保護や失業手当の減額や打ち切りを懸念するあまり、

強い関心を抱きつつも利用を断念してしまいがちである。 

また、弊社は、日本人経営者に誘われ、就労ビザで日本に来たにも関わらず、トラブル

となって無職に陥った外国人を企業通貨で支援しようとしたが、就労ビザを更新できなか

ったため、支援を打ち切らざるを得なかったというケースがあった。 

 通貨と言っても、企業が交換する財・サービスの材料費等まで現金として回収できなく

ては企業の経営を悪化させてしまうので、あくまで割引券という扱いになるものの、それ

でも法律的には不透明である。 

 それゆえ、障害者就労の仕組み作りとして始まったこのシステムは、利用に制限がかか

りにくい学生やフリーターが活用している状況となってしまっている。 

具体的には、現在、弊社が経営している飲食店では、店舗内の業務に携わった人材に対

し、時給 1000 円相当の割引券を渡している。また、日常的に需要がありそうなメニューを

充実させることで割引券の流通も促進している。 

 

5. 県への要望 

 そこで、この割引券が生活保護、失業手当等に響かないものであり、就労意欲のある外

国人労働者にも就労ビザを取得できるなど、継続的に利用しやすいものであることを県が

公認すれば、利用を促進させることができ、障害者就労や失業者のインターンシップを促

進させることができるものと考えられる。 

 

6. 利用や普及における留意点 

 分かりやすく言えば、賄いなどの現物支給を促進するツールでしかないため、現金とし

て体裁にこだわる必要性も考えにくい。 

 ただし、普及方法としては、企業通貨の価値を低下させないよう、確実に需要のある財・

サービスを提供できる企業から慎重に広めていく必要がある。また、割引券による雇用を

行う経営者の選定には、注意を払う必要がある。何より、不自由を感じている社会的弱者

に対して、努力に見合った自由を与えようとする理念が必要不可欠である。 
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